
 

 
 リサイクルできないもので、材質的に燃やすことのできるものです。 

 リサイクルできる資源は、できるだけ分別して、もやせるごみを減らしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●
 生ごみ、リサイクルできない紙（カーボン紙やビニールコート紙など）、服、 

くつ、剪定した枝、木片、紙おむつなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・生ごみは水分が多いと燃焼効率が下がるだけでなく焼却炉を傷めます。 

水気を切って出してください。 

 ・紙おむつの汚物はトイレに流してください。 

 ・木片やせん定した枝等は、長さ60cm、太さ10cm以内に束ねて「もやせるごみ」

専用袋に入れてください。袋に入らない場合は【粗大ごみ】になります。 

 ・「金属類」「爆発等の危険性のあるもの（電球やバッテリー）」「ガラス繊維」等 

  は絶対に入れないでください。 

リサイクルできる「紙類」などは、２ページを参照して 

【紙類】で出してください。 

また、衣服などは、できるだけ古着の回収などをご利用ください。 

★
 「もやせるごみ」は焼却炉に投入し、有毒ガスの発生を抑えるため、高温で燃焼させま

す。しかし金属や爆発の危険性があるものが入っていると、焼却炉や設備だけでなく作業

する方へも危険が及びます。他自治体の例ですが、実際に爆発事故が起きています。 

「もやせるごみ」を出す際は、中身をよく確認して出しましょう。 


